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本
学
で
は
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、世
界
各
国
の
大
学
と
協
定

を
締
結
。昨
年
2
月
に
は
32
校
目

と
し
て
、台
湾
の
玄
奘
大
学
と「
教

育
・
学
術
交
流
協
定
書
」を
締
結

し
ま
し
た
。

　

そ
の
交
流
の一
環
と
し
て
、玄
奘

大
学
で
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
本
学

よ
り
2
名
の
学
生
が
参
加
。教
育

学
部
3
年
の
柴
田
優
花
さ
ん
は「
い

ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。帰
国
し
て
か
ら
中
国
語
の

勉
強
も
始
め
ま
し
た
」、流
通
科
学

部
3
年
の
末
次
海
さ
ん
は「
大
き

な
刺
激
を
受
け
た
2
週
間
で
し

た
。自
分
自
身
を
変
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」と
、そ
れ
ぞ
れ
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
昨
年
11
月
、今
度
は
玄
奘

大
学
か
ら
15
名
の
学
生
が
本
学
に

来
訪
し
、短
期
研
修
を
実
施
。玄

奘
大
学
研
修
生
リ
ー
ダ
ー
の
吳
さ

ん
は「
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
が
印
象
的
で

し
た
」と
、感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。ま
た
、滞
在
中
は
本
学
学
生

と
一
緒
に
博
多
町
屋
ふ
る
さ
と
館

を
見
学
す
る
な
ど
、学
外
ワ
ー
ク

も
実
施
。日
本
の
文
化
を
紹
介
し

な
が
ら
、学
生
た
ち
の
距
離
も
縮

ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
協
定
校
で
の
短
期
研

修
の
他
に
も
長
期
留
学
制
度
や
学

外
の
留
学
支
援
制
度
への
サ
ポ
ー
ト

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。海
外
で

の
体
験
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

台
湾 

玄
奘
大
学
の
学
生
と
国
際
交
流

海
外
で
も
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バル
人
材
へ

学
生
の
海
外
派
遣
や
学
術
の
研
究
交
流
を
目
的
と
し
て
、協
定
を
結
ん
だ
台
湾 

玄
奘
大
学
か
ら

短
期
研
修
生
15
名
が
来
訪
。日
本
文
化
に
ふ
れ
る「
学
外
ワ
ー
ク
」に
参
加
し
た

短
期
研
修
生
と
、交
流
し
た
本
学
学
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

写真左から： 教育学部 児童幼児教育学科3年 柴田 優花さん（福岡大学附属若葉高等学校出身） 
 流通科学部 流通科学科3年 末次 　海さん（朝倉東高等学校出身）
 台湾 玄奘大学 応用外国語学科2年 段 　秉辰さん
 台湾 玄奘大学 応用外国語学科4年 吳 　品萱さん

第15回

櫛田神社でおみくじをひく柴田さんと吳さ
ん。サマースクールで知り合ったふたりはも
うすっかり仲良し。

好きな形の博多人形を選んで絵付け
に挑戦。日本文化にふれながら楽しい
時間を過ごしました。
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.A.

「
和
牛
」と
は
日
本
の
在
来
種
を

交
配
さ
せ
た
牛
、「
国
産
牛
」と
は

多
く
の
場
合
、オ
ラ
ン
ダ
原
産
の

外
来
種
で
あ
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン（
乳

用
種
）の
雄
を
指
し
ま
す
。和
牛
の

出
荷
月
齢
は
約
30
ヶ
月
と
、ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
雄
の
約
20
ヶ
月
に
比

べ
て
育
成
・
肥
育
さ
れ
る
期
間
が

長
く
、手
間
と
コ
ス
ト
を
か
け
て
生

産
さ
れ
ま
す
。近
代
以
降
、和
牛
の

改
良
が
重
ね
ら
れ
、肥
育
農
家
の

努
力
に
よ
り
、世
界
に
名
だ
た
る

品
質
の
良
い
和
牛
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

.
A.

我が国の牛肉の自給率は約40%で、残りの60%はオーストラリアやアメリカな
どからの輸入牛です。これらの輸出先進国は安全加工、品質管理にも力を入れ
ており、国際基準の条件をクリアしたものだけが日本に輸出されています。オー
ストラリアでは肉牛の飼育段階から牛のストレスを減らすように配慮した「キャト
ルケア」と呼ばれる品質管理システムを構築し、普及が進められています。安全
な牛肉を供給するために、海外でも品質管理は徹底されています。

輸入牛の安全性について教えてください。

牛肉輸出大国のオーストラリアなどでは
家畜の段階から品質を管理。
国際基準の品質管理が徹底されています。

.
A.

6次産業の「6」とは１×２×３のことで、一次産業に携わる農業
者が、二次産業である加工業・製造業、そして三次産業の小
売・レストランまで手掛けることを6次産業化といいます。例えば
福岡でいうと、今宿にある「堀ちゃん牧場」。牧場の敷地内にレ
ストランがあり、豊かな自然にふれながら博多和牛を味わうこと
もできます。どんな風に育てられたのかを知り、その場で食べら
れる農家レストランは食育の一環としてもおすすめです。

農畜産業の6次産業化とは？

いわゆる「農家レストラン」のような、
生産から販売まで業務を
展開することです。

流通科学部 流通科学科

中川 隆 准教授

教えてくれたのは

Profile
2005年九州大学大学院博士（農学）の学位
を取得。帯広畜産大学COE研究員、別府大
学国際経営学部准教授などを経て、2016年
より中村学園大学流通科学部准教授。授業
では「食品流通論」「ミクロ経済学」などを担
当。食農資源経済学会、日本フードシステム
学会、日本流通学会、地域デザイン学会など
に所属。2010年より独立行政法人農畜産業
振興機構（alic）の専門調査員。

「
和
牛
」と「
国
産
牛
」は

ど
う
違
う
の
で
す
か
？

「
和
牛
」は
明
治
以
前
か
ら

日
本
で
飼
わ
れ
て
き
た

肉
専
用
種
で
、「
国
産
牛
」の
多
く
は

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雄
を
指
し
ま
す
。

.A.
最
近
は
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
多
様
に
進
み
、九
州
で
は
米
を
飼
料

に
し
て
肥
育
し
た
熊
本
県
の「
え
こ
め
牛
」、大
分
県
の「
豊
後
・
米
仕

上
牛
」な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
が
誕
生
。飼
料
用
米
で
家
畜
を
肥
育
す

る
と
、肉
脂
肪
中
の
オ
レ
イ
ン
酸
の
割
合
が
高
く
な
る
と
い
う
研
究

結
果
も
出
て
お
り
、健
康
志
向
の
消
費
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。ま
た
、米
の
他
に
も
焼
酎
粕
や
酒
粕
な
ど
地
域
の
食
品
産
業
で

発
生
す
る
副
産
物
を
地
域
資
源
と
し
て
飼
料
に
活
用
す
る
事
例
も

増
加
。海
外
の
飼
料
穀
物
依
存
の
畜
産
か
ら
転
換
し
た
ブ
ラ
ン
ド
牛

を
育
成
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
牛
に
関
す
る

ト
レ
ン
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

米
を
餌
に
し
て
育
て
た

「
え
こ
め
牛
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「堀ちゃん牧場」では博多和牛の肥育
が行われている。

敷地内に併設されたレストランで、美味
しい和牛を堪能。

健康志向から、赤身の多い国産牛を好む消費者も増加傾向に。
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Project

01

福
岡
マ
ラ
ソ
ン
で
、学
生
考
案
の

「
パ
ワ
ピ
ザ
」「
お
ひ
さ
ま
チ
ャ
ー
ジ
」を
提
供
！

～産学官連携による実践的な学び～
本学では企業や自治体とのさまざまな連携・協力事業を推進。

産学官連携の場はお互いの大きなメリットにつながっています。

今回は各学科の取り組むプロジェクトの事例をご紹介します。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
第
5
回

「
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
8
」の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

1
年
生
が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

給
食
を
提
供
し
て
、福
岡
マ
ラ
ソ
ン

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
企
画
。

公
募
に
よ
り
、ピ
ザ
と
ジ
ュ
レ
の
2

つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。一つ
は
高
屋
み
の
り

さ
ん
考
案
の「
パ
ワ
ピ
ザ
」。ピ
ザ

ク
ッ
ク（
株
式
会
社
イ
ワ
タ
ダ
イ

ナ
ー
ス
）の
サ
ポ
ー
ト
で
、実
際
の

店
舗
で
試
作
を
重
ね
て
商
品
化
。

も
う
一つ
は
辻
岡
紗
也
華
さ
ん
考

案
の
ジ
ュ
レ「
お
ひ
さ
ま
チ
ャ
ー

ジ
」。糸
島
産
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
状
の

橙
の
皮
が
入
っ
た
ジ
ュ
レ
は
山
口
食

品
工
業
株
式
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
で

商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。11
月
11
日
、

大
会
当
日
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
学
生
42
名
が
沿
道
で
こ
の

2
つ
の
給
食
を
ラ
ン
ナ
ー
に
手
渡

し
。各
2
0
0
0
食
の
給
食
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
る
ほ
ど
、

大
好
評
で
し
た
。

で日
、ン

福岡マラソン実行委員会事務局
係長 小野 勉さん

福岡マラソンのことをもっと多くの方に知ってもらいたいと思

い、昨年開設されたフード・マネジメント学科に、給食のメ

ニュー開発から商品化までを依頼。多くの応募の中から選ば

れて商品化されたピザとジュレは大好評で、ランナーからは

「おいしかった」と喜びの声をいただきました。大会当日は学生

さんたちがボランティアとして給食の提供やランナーの応援

にも熱心に取り組んでいただき、大いに盛り上がりました。福

岡マラソンを地域の方々により身近に感じていただくことがで

き、これぞまさに理想的な産学官連携の形だと感じています。

メこ手
渡

食
はど ンの渡はど

、

栄養科学部 フード・マネジメント学科1年
髙屋みのりさん

Stu
dent Comment

ランナーに配るピザなので、エ
ネルギー効率や栄養バランスを
考えてレシピを作成。ピザクッ
クの方には「味にアクセントを
加えてみては」などのアドバイス
をいただきました。実際に商品
化するまでの難しさを知り、と
てもよい経験となりました。

ランナーが取り
やすくて食べや
すい、ひと口サイ
ズにカットして
提供されました。

▲柑橘系のさわ
やかな味わいと
のどごしが疲れ
たランナーに好
評だった「おひさ
まチャージ」。

地元企業・大学との産学官連携をきっかけに、
福岡マラソンが地域に浸透することを期待しています。

栄養科学部
フード・マネジメント学科
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各
学
科
の
強
み
を
活
か
し
た
連
携
で
、高
齢
者
や
子
育
て
世
代
を
支
援

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
団
地
内
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

Project

02

Stu
dent Comment

キャリア開発学科2年
長尾 美来さん

中村生と地域の方々との交流
を深めるためにスタートした
「消しゴムはんこ作り」。今年も
ゼミ生一人ひとりが目的意識を
持って取り組むことができまし
た。参加されたみなさん、はんこ
作りが上手で、今回の企画も喜
んでいただけてよかったです。

　

偶
数
月
の
第
3
土
曜
日
に
U
R
星
の
原
団
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る「
星
の
原
や
す
ら
ぎ
食
堂
」。高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
の
孤
食
を
予
防
し
、地
域
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、同
団
地
に
お
住
ま
い
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
事
を
準
備
し
て
い
ま
す
。栄

養
科
学
科
の
学
生
も
、配
膳
や
栄
養
相
談
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
メ
ニュ
ー
は「
温
っ
た
か〝
野
菜
ス
ー
プ
〞」と

「
見
た
目
も
き
れ
い
、栄
養
満
点〝
に
ん
じ
ん
ご

飯
〞」。食
材
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
早
良
区
の
農
家
の

方
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。当
日

は
約
80
名
の
団
地
住
人
が
足
を
運
び
、挨
拶
や
会

話
を
交
わ
し
、交
流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

短期大学部
キャリア開発学科

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
酒
見
ゼ
ミ
で
は
荒
江
団

地
に
住
む
方
々
を
対
象
に「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
と

フ
ォ
ト
で
年
賀
状
！
大
作
戦
2
0
1
9
」の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。一
昨
年
か
ら
続
く
好
評
企
画
に
、今
年

も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。

　

作
り
方
の
説
明
後
は
下
絵
を
選
び
、彫
刻
刀
を

使
っ
て
は
ん
こ
作
り
。学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
作
業
が
進
み
ま

し
た
。最
後
は
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、入
賞
者
に
は
景
品
を
贈
呈
。参
加
者
か

ら
は「
若
い
学
生
さ
ん
と
話
せ
て
楽
し
か
っ
た
」「
今

度
は
名
前
の
は
ん
こ
を
作
っ
て
み
た
い
」と
、喜
び
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

はんこ作りに夢
中の 子どもた
ち。上手に削れ
ているかを学生
たちが優しく見
守ります。

イノシシやダルマなどの
オリジナルはんこが完
成！手作りらしい味わい
のある作品ばかりです。

04

中村
を深
「消
ゼミ
持っ
た。
作り
んで

を

は
中
ち
て
た
守

UR都市機構は地域の活性化を目指し、中村学園大学と

連携協定を締結。その取り組みとして中村学園周辺の、金

山・荒江・星の原・室住の4団地で、各学科と連携プロジェ

クトを実施しています。健康体操や栄養教室など活動内

容はさまざまですが、どのイベントも毎回大好評。学生と

高齢者、団地のみなさん同士が楽しく交流している様子

に、活動の手応えを感じています。このプロジェクトはも

ちろん継続していきたいですし、もっと多くの学生に団地

の方と交流してもらえたらうれしいですね。

が
ら

み
ま

ス
ト

者
か

「
今

び
らまトか今の

世代を超えたコミュニケーションで
団地とその周辺地域を盛り上げていきたい。

栄養科学科の学生たちは来場者に配膳す
るお手伝い。アレルギー食品を掲示したり、
栄養相談をすることもあります。

※流通科学科、幼児保育学科もイベントを開催しています。

UR都市機構 九州支社住宅経営部 
団地マネージャー

中村 直寿さん

栄養科学部
栄養科学科



Stu
dent Comment

　
ニ
ビ
シ
醤
油
で
は
味
噌
に
含

ま
れ
る
塩
分
を
、通
常
よ
り

70
％
カ
ッ
ト
し
た「
里
ご
こ
ろ
超

減
塩
合
わ
せ
み
そ
」を
開
発
。

健
康
食
品
と
し
て
だ
け
で
な

く
、今
ま
で
に
な
い
商
品
展
開

は
で
き
な
い
か
と
、食
物
栄
養

グ
ラ
タ
ン
」や「
味
噌
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」な
ど
全
8
品
の
レ

シ
ピ
が
完
成
。ニ
ビ
シ
醤
油
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。学
生
た
ち
の
ア

イ
デ
ア
満
載
の
レ
シ
ピ
開
発

に
よ
り
、ニ
ビ
シ
醤
油
で
は
こ

れ
か
ら
味
噌
を
お
菓
子
業

界
へ
展
開
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

養

ニ

醤
油
で

て
い

す

05

大
学
生
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
は
拡
大
で
き
る
の
か
？

「
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
実
験
販
売

固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で

味
噌
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
シ
ピ
を
開
発

Project
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短期大学部
食物栄養学科

05

ネスレ日本株式会社
九州支社 第一営業部

川端 彩花さん

社内で「若い人たちにコーヒーを飲んでもらおう」というプロ

ジェクトが立ち上がり、食のスペシャリストを育てるフード・マネ

ジメント学科に協力を依頼。初めは弊社のマーケティングの考

え方を学生に理解してもらえるのか不安でしたが、学生たちは

やる気いっぱいで、期待以上のアイデアを提案してくれました。

ネスカレッジ・スタンドでは1時間に40杯のコーヒーを販売する

という成果を上げ、工夫次第でビジネスチャンスが生まれること

がわかりました。この結果をもとに、当社でも福岡発の全国的な

ビジネスモデルに発展させていきたいと考えています。

新たなビジネスモデルの構築が期待できる、
素晴らしい成果を上げることができました。

栄養科学部 フード・マネジメント学科1年
財津 茉穂さん

後学期は3枚綴りでお得なギフト
チケットを考案。このプロジェクト
では自分で考えて行動することの
大切さを実感しました。

Stu
dent Comment

食物栄養学科2年
長尾 優花さん

意外性のあるものを
作りたくて、私たち
のチームでは「味噌
生ロールケーキ」を
考案。新しい発見が
あり、レシピの幅も
広がりました。

　

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
の
学
生
11
名
が
ネ
ス
レ
日
本

株
式
会
社
と
協
働
で「
ネ
ス
カ

レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実

施
。毎
週
金
曜
の
朝
8
時
か

ら
約
1
時
間
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、「
コ
ー
ヒ
ー
に
よ
っ
て

眠
気
を
覚
ま
し
授
業
に
集
中

す
る
」「
コ
ー
ヒ
ー
を
き
っ
か
け

に
会
話
を
す
る
」と
い
う
目
的

で
2
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

企
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。前

学
期
は
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ン
プ

リ
ン
グ
を
実
施
。そ
の
結
果
を

受
け
、後
学
期
は
学
内
に
日

時
限
定
で「
移
動
式
ス
タ
ン

ド
」を
設
置
し
、コ
ー
ヒ
ー
を

有
料
で
販
売
。オ
リ
ジ
ナ
ル

シ
ー
ル
で
P
R
を
強
化
し
た

り
、S
N
S
で
販
売
告
知
を

広
め
た
り
、販
売
戦
略
を
練

り
、1
日
最
大
6
5
0
0
円
の

売
上
を
達
成
。無
料
配
布
か

ら
有
料
販
売
へ
転
換
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
大
成
功
を
お
さ

め
ま
し
た
。

オリジナルシールの配布やSNSの告知効
果で、ネスカレッジ・スタンドに行列が。

生クリームに味噌を混ぜると旨味が増し、
キャラメル風味の濃厚な味わいに。

栄養科学部
フード・マネジメント学科



学
科
の
三
堂
教
授
に
相
談
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、三
堂

ゼ
ミ
で
こ
の
味
噌
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。18
名
の
学
生

が
4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、レ

シ
ピ
を
考
案
。最
初
は
サ
バ
の

味
噌
煮
な
ど
の
定
番
メ
ニュ
ー

し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
と

い
う
学
生
た
ち
も
意
見
を
出

し
合
い
、試
作
を
進
め
、「
味
噌

ニビシ醤油株式会社
開発部開発課 係長 熊抱 貴士さん

味噌の塩分を通常より70％も抑えるとい

う、技術的に高い新商品が完成したもの

の、新しいアイデアが浮かばず悩んでいた

ところ、学生さんとのレシピ開発プロジェ

クトを進めることになりました。このプロ

ジェクトでは味噌が洋風の料理や菓子な

どいろいろな料理に使えることを知って、

非常に面白かったですね。特にロールケー

キの生クリームに味噌を混ぜるという発

想には大変驚かされました。当社は2019

年に100周年を迎えます。今までの技術を

守りつつ、みなさんのアイデアを参考にし

ながら新しい分野への事業展開も考えて

いきたいと思っています。

談
し

三
堂

た
レ

こ
と

学
生、レ

バ
の

ュ
ー

た
と

を
出

味
噌 し堂レと生レのーと出噌

生クリームに味噌を混ぜて
デザートに!?学生ならではの
発想に驚きの連続でした。

06

約半年間、試作を繰り返して
レシピが作成。料理の味を引
き立てるためにはどれくらい
の味噌が合うのか量の調整
に苦労しました。

Stu
dent Comment

高
齢
化
や
競
合
店
の
進
出
で
悩
む
商
店
街

学
生
目
線
の
リ
サ
ー
チ
で
、活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に

Project

05

06

福岡市経済観光文化局
地域産業支援課
主査 中牟田 良博さん

商店街が高齢化や担い手不足など、いろいろな問題を抱えてい

る中で、学生のみなさんからアイデアをいただくことで、商店街

活性化の一助となればとの狙いからこのプロジェクトが企画さ

れました。学生ならではの面白い提案も多く、特に商店街の

キャッチフレーズの付け方がうまいなと感心しました。すぐに何

かを動かしていくのは難しいかもしれませんが、若い学生に商

店街に関心を持ってもらうよい機会になったと感じています。

今回の提案を各商店街にフィードバックして、活性化につながる

よう活用できればと思います。

学生が商店街の現状に関心を持つ機会の創出としても
意義のあるプロジェクトだと感じています。

流通科学部 流通科学科1年
廣川 奈 さ々ん

今回の調査では顧客を増やすた
めにどうすればよいかという点を
重視し、一過性ではなく継続して
できることは何かを考えました。

　

流
通
科
学
部
1
年
生
の
必

修
科
目「
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
」の
授
業
で
、福
岡
市

内
の
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い

て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。本
学
は
昨
年
度

「
福
岡
市
と
の
商
店
街
振
興
に

係
る
連
携
に
関
す
る
協
定

書
」を
締
結
。今
回
は
調
査
希

望
の
あ
っ
た
11
の
商
店
街
を
、

約
280
名
の
学
生
が
53
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
調
査
、分
析
を
行
い

ま
し
た
。各
チ
ー
ム
が
担
当
す

る
商
店
街
を
訪
問
、強
み
・
弱

み
・
機
会
・
脅
威
の
4
つ
の
視

点
で
調
査
し
、ク
ロ
ス
分
析
か

ら
現
状
の
課
題
と
提
案
を
ま

と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。発

表
当
日
は
商
店
街
や
関
係
機

関
の
方
々
が
審
査
員
と
し
て

参
加
。学
生
の
発
表
に
対
し
て

「
商
店
街
の
正
確
な
情
報
を

集
め
て
い
て
参
考
に
な
っ
た
」

「
も
っ
と
消
費
者
目
線
で
踏
み

込
ん
だ
意
見
が
欲
し
い
」な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ポスターセッション午前の部で最も多く票を集めた「みのしまBチーム」。

流通科学部
流通科学科



2018年第52回霜月祭のテーマは「華～彩りのcolor～」。
霜月祭に携わる方々が持つ、様々な色（color）が集まることによって

「華」が生まれるようにとの願いを込めました。
子どもから大人まで、地域のみなさんもたくさん集い、

さまざまなイベントを楽しみました。

第52回

21［木］ ［金］3 開催［土・祝］

各サークルやゼミによる
模擬店は行列ができるほどの大人気！
「食の中村」ならではのおいしさを
提供しました。

書道部や華道部の作品を展示。
ずらりと並んだ力作の数々に、

普段の活動の成果が表れていました。

ミスキャンパス2018
栄養科学部
栄養科学科4年
荒木 晶子さん

ステージイベント館内イベント

模擬店 展 示

グラウンドおよび体育館のステージでは
毎年恒例のミスキャンパスや
ダンスコンテストが催され、
大いに盛り上がりました。

館内では各サークルがさまざまな
イベントを開催。
また、体育館サブフロアには
子どもたちとふれあうコーナーも
設けられました。

07

ダンスコンテスト

吹奏楽部

アカペラ同好会

中村フレンドパーク

ミスキャンパスコンテスト

中村アドベンチャー

軽音楽部

茶道部

書道部

華道部

フード

カンボジア教育
支援プロジェクト

薬膳・食育
ボランティア部

アコースティックギター同好会

バトミントン同好会

広報パート

ミスキャンパスに
選ばれて
感激です！

たくさんの方が
ミニコンサートを
楽しんで
くれました♪

カンボジアの
かわいい雑貨を
集めました！

できたてアツアツの
フライドポテト、
おいしいですよ～！
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身
体
の
奥
ま
で
響
い
て
く
る
力
強
い
和

太
鼓
の
音
と
、迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

見
事
な
演
奏
で
霜
月
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
舞
台
を
飾
っ
た
の
が「
和
太
鼓
部 

輝
来

響
楽
座
」で
す
。

　
「
私
た
ち
の
和
太
鼓
の
特
長
は
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
で
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

部
長
を
務
め
る
教
育
学
部
児
童
幼
児
教
育

学
科
3
年
生
の
古
郷
紘
実
さ
ん
。「
オ
イ

サ
！
」の
か
け
声
で
目
と
目
を
合
わ
せ
た

瞬
間
、音
と
動
き
が
ピ
タ
リ
と
重
な
り
、舞

台
に
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。観
客
を
魅

了
す
る
輝
来
響
楽
座
の
演
奏
は
評
判
も
高

く
、地
域
の
お
祭
り
を
は
じ
め
、「
博
多
ど

ん
た
く
港
ま
つ
り
」や
和
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル「
一
打
一
新
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
も
引
っ
張
り
だ
こ
。ま
た
、

和
太
鼓
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す

る「
輝
来
っ
鼓（
き
ら
っ
こ
）」と
い
う
地
域

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、そ
の
活
動

が
福
岡
市
の「
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運

動
」と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
活
動
の
場
を
広
げ
て
、和
太
鼓

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
語
る
古

郷
さ
ん
。「
間
違
っ
て
も
い
い
か
ら
思
い
っ

き
り
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、息
の
合
っ
た
元

気
い
っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
る
輝
来
響
楽
座
。今
後
の
活
躍
に
も

注
目
で
す
。

霜
月
祭
か
ら
ど
ん
た
く
ま
で

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
大
活
躍
！

部員たちのあふれる笑顔から、和太鼓の楽
しさが観客にも伝わってきます。

部員35名のうち、約半数が1年生！表現力豊かで
笑顔いっぱいの『和太鼓部 輝来響楽座』を紹介します。

霜月祭で最高のパフォーマンスを披露する
ため約1カ月間、練習を重ねました。

C L U B & C I R C L E

和太鼓部 輝来響楽座

嘉穂劇場で開催された「福岡県ジュニア和
太鼓フェスティバル」に、輝来響楽座がゲス
トとして出演。伝統ある劇場での演奏は貴
重な経験となりました。

迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

笑
顔
で
、和
太
鼓
の
魅
力
を

届
け
た
い
！



09

産
学
官
連
携
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

幼
児
か
ら
学
生
、高
齢
者
ま
で

食
塩
過
剰
摂
取
の
実
態
に
迫
る
！

栄
養
科
学
部 

栄
養
科
学
科　

安
武 

健
一
郎 

准
教
授

　

大
き
な
テ
ー
マ
領
域
と
し
て
は「
食

塩
」に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。世
界

的
に
み
て
も
日
本
人
は
塩
を
も
の
す
ご

く
多
く
摂
っ
て
い
る
民
族
な
ん
で
す
。

食
塩
の
摂
り
す
ぎ
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気

に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、国
を
挙
げ
て
の
課
題
解
決
に
私
た

ち
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
初
は
中
高
年
者
の
食
塩
を
ど
う

や
っ
て
減
ら
す
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、中
高
年
者
だ

け
に
注
目
し
て
い
て
は
た
ぶ
ん
も
う
治

療
が
追
い
つ
か
な
い
。そ
こ
で
、子
ど
も

に
注
目
し
て
み
よ
う
と
考
え
、幼
児
の

尿
を
採
取
、食
塩
排
泄
量
を
解
析
す

る
と
い
う
調
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

調
査
で
は
幼
児
保
育
学
科
の
永
渕
先

生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、1
0
0
名
を

越
え
る
幼
稚
園
児
の
尿
か
ら
食
塩
排

泄
量
を
デ
ー
タ
化
。季
節
ご
と
に
3
日

間
、1
年
間
採
取
す
る
調
査
で
、季
節

や
曜
日
に
よ
っ
て
食
塩
の
摂
取
量
に
差

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
人
は
幼
児
期
か
ら
既
に
過
剰
に
食

塩
を
摂
取
し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
と

な
り
、こ
の
研
究
が「
や
ず
や
食
と
健
康

研
究
所
」の
2
0
1
4
年
度
助
成
研
究

に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
は
も
と
も
と
管
理
栄
養
士
と
し

て
国
立
病
院
に
勤
務
し
、患
者
様
の
栄

養
管
理
や
チ
ー
ム
医
療
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。そ
の
頃
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
低
栄
養
や
肝
臓
病
の
栄
養
管
理
な

ど
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、病
院

先
生
の
研
究
分
野
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

食
塩
に
つ
い
て
の
研
究
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

今
や
国
民
の
3
人
に
1
人
が
高
血
圧
。

そ
の
一
因
と
言
わ
れ
る
食
塩
の
研
究
に
取
り
組
む

安
武
健
一
郎
准
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



　

そ
う
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
な
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

て
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。幼
児
教
育
の

先
生
方
や
U
R
な
ど
の
企
業
、ま
た
、

学
生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
借
り
た
り
。み
な

さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
研
究
な

の
で
、研
究
連
携
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
と
て
も
大
切
で
す
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
、や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、同
じ
テ
ー
マ
を
持
つ
仲
間
を

増
や
し
て
、よ
り
大
き
な
チ
ー
ム
を
組

織
で
き
た
ら
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま

す
。や
は
り
一
人
で
や
れ
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、後
進
を
育
て
て
一
緒
に

や
っ
て
い
け
た
ら
、研
究
の
ス
ピ
ー
ド
も

ス
ケ
ー
ル
も
2
倍
、3
倍
に
な
り
ま
す

し
ね
。そ
れ
で
結
果
的
に
、な
に
か
し

ら
人
の
健
康
に
役
立
つ
よ
う
な
パ
ー
ツ

の
一つ
に
な
れ
た
ら
、研
究
を
行
っ
て
い

る
意
義
が
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

は
こ
の
20
年
間
の
学
生
5
0
0
0
名
分

以
上
の
血
液
や
尿
、食
事
の
デ
ー
タ
が

残
っ
て
お
り
、そ
の
デ
ー
タ
か
ら
食
塩

に
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
解
析
し
た
と
こ
ろ
、

1
年
生
の
約
7
割
は
食
塩
過
剰
摂
取

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。　

　

ま
た
、U
R
と
の
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
団
地
に
住
む
高
齢
者
の
食
塩
摂

取
に
つ
い
て
調
査
。1
ヶ
月
間
、毎
朝
、

尿
を
採
取
し
て
も
ら
い
、デ
ジ
タ
ル
検
査

機
器
で
食
塩
の
量
が
毎
日
何
グ
ラ
ム

だ
っ
た
か
数
値
を
認
識
し
て
も
ら
う
グ

ル
ー
プ
と
、グ
ラ
ム
数
は
測
ら
ず
に
通
常

の
生
活
を
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
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を
離
れ
て
研
究
職
に
就
く
と
、な
か
な

か
そ
う
いっ
た
テ
ー
マ
は
実
践
で
き
な
く

て
。そ
れ
な
ら
も
っ
と
身
近
な
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
て
研
究
を
深
め
た
い
な
と

思
っ
て
い
た
時
に
、高
血
圧
専
門
の
ド
ク

タ
ー
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、そ
の
方

と
の
連
携
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
の
尿
中
食
塩
排
泄
量
に
つ
い
て

は
文
科
省
の
日
本
学
術
振
興
会
か
ら

科
学
研
究
費
を
い
た
だ
き
、現
在
は
福

岡
と
東
北
の
幼
稚
園
児
と
そ
の
母
親

計
7
0
0
名
を
対
象
者
と
し
て
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
研
究
と
並
行
し
て
、大
学
生
や

中
高
年
者
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に

つ
い
て
も
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。中

村
学
園
大
学
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に

尿
中
食
塩
排
泄
量
を
計
測
し
た
と
こ

ろ
、食
塩
の
量
を
毎
朝
チ
ェッ
ク
し
た
グ

ル
ー
プ
の
方
が
毎
日
徐
々
に
食
塩
摂
取

が
減
る
と
い
う
結
果
を
得
ま
し
た
。食

べ
て
い
る
食
塩
を「
見
え
る
化
す
る
」こ

と
は
減
塩
に
有
効
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
ん
で
す
。

　

私
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

「
人
」を
対
象
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、調
査
の
同
意
を
得
る
に
し
て
も
、

や
は
り
人
と
の
信
頼
構
築
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
一

般
の
方
が
研
究
被
験
者
に
な
る
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、研
究
の
入
口
で
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

研
究
を
す
る
上
で

大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
？

現
在
、先
生
が
研
究
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

研究って、レンガを積み上げるように
調査を繰り返す地道な作業ですが
それを論文として形にまとめることで
世の中の役に立っていくのかなと
思える瞬間に喜びを感じますね。

UR都市機構との連携で、団地に住む高齢者にモニ
ター調査を依頼。約30名の協力を得ることができた。

安武 健一郎 准教授
Kenichiro Yasutake

中村学園大学家政学部食物栄養学科管理栄
養士専攻（現栄養科学部栄養科学科）卒業、
平岡栄養士専門学校助手を経て、独立行政法
人国立病院機構に管理栄養士として勤務。2008
年福岡大学大学院にて博士（薬学）の学位取
得、西九州大学講師・准教授を経て、2014年より
中村学園大学栄養科学部准教授に着任。

Profile

▲幼児への適塩指導では、ゼミ生による
食育劇や手作りボードシアターでアプ
ローチした。

▲安武ゼミでは学生が主体となって
企画運営する「健康栄養教室」を毎
年実施している。
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学生生活をより豊かなものにするサークル活動。
設立間もない3サークルをご紹介します。

新サークルができるまで

なぜ設立しようと思ったのですか？
私たちは高校からなぎなたをやっているのですが、マイ
ナースポーツなので、もっと競技人口を増やしたい、活

気づかせたいと思いました。それに、中村は大学内になぎなた
連盟の先生がいらっしゃったり、強豪校である中村学園女子高
等学校の生徒と一緒に練習ができたり、なぎなたの環境が
揃っているのにサークルがないのはもったいないと思ったこと
も理由の1つです。

設立した時の苦労は何ですか？
同好会を作るには最低5人以上が必要なのに経験者が
私たち2人しかいなくて、知り合いになぎなたの魅力を伝

えるのが大変でした。「あさひなぐ」という高校のなぎなた部を
題材にした作品や私たちの伝えた魅力からなぎなたに興味を
もってくれた人が入ってくれた時はうれしかったです。

なぎなたの魅力とは？
なぎなたには3本勝負で競う「試合」と、二人一組で決め
られた形や技を行う「演技」の2つがあります。試合は実

力に差があっても、気持ちで攻めていけば試合の展開が変わ
ることがあるのでそこが面白いです。演技は2人の呼吸や気持
ちを合わせて本番で決まった時は達成感があります。

メッセージをお願いします。
なぎなたは初心者が伸びるスポーツだと思います。ス
ポーツの経験がなく、なぎなたを触ったことがない人でも

大丈夫です。なぎなたに興味をもって一生懸命頑張ってみた
いという方はぜひ活動を見学しに来てください。

今後の目標は何ですか？
部員を増やして、大学の同好会として大会に出場し、い
ずれは国体で入賞したいです。

なぜ設立しようと思ったのですか？
私たちは高校からなぎなたをやっているのですが、マイ
ナースポーツなので、もっと競技人口を増やしたい、活

二人一組で決め
ります。試合は実
合の展開が変わ
人の呼吸や気持

DATA
【活動日】火曜日　18：40～19：40
【活動内容】なぎなたの大会に向けての稽古
【部員数】6人

DATA
【活動日】月曜日・水曜日　16：30～19：30
【活動内容】秋に開催されるNHK全国大学放送
コンテストに向けて、映像作品、音声作品を制作
することや大学内で行われるイベントの司会進行
をすること。
【部員数】15人

なぎなたは
筋力の弱い女子向きの

スポーツ。
姿勢もよくなるので
おすすめです！

放送同好会は司会進行から映像制作まで幅広く活動できるのが魅力です！

なぎなたはメンタルス
ポーツ。体力や精神力
が鍛えられて心身とも
に強くなります。

学内のさまざまなス
ポットで動画撮影。
役割分担しながら
一つの作品を作り
上げます。

なぎなた同好会 部長
教育学部 
児童幼児教育学科1年
櫻井 佑花さん

放送同好会 部長
栄養科学部 
フード・マネジメント学科2年
石澤 麻由子さん

な
ぎ
な
た
同
好
会

放
送
同
好
会



栄養科学部 
フード・マネジメント学科1年

西川 舞さん
（第二高等学校出身）

流通科学部
流通科学科2年
日野 都香沙さん
（朝倉高等学校出身）

12

なぜ設立しようと思ったのですか？
最初は演劇部に入ろうと思っていましたが、私たちが入
学した時には演劇部がありませんでした。高校時代に放

送部に所属していた部長はドラマを撮影した経験があったた
め、演劇部の活動内容に近い放送同好会の設立を決意。演
劇部に入りたかった人たちや、カメラや音響機器に興味がある
人たちを集めて同好会を設立しました。

活動していて楽しいこと・辛いことは？
楽しいことはみんなで意見を出し合い、計画を立てるこ
とです。基本的に強制して何かをやるということはせず、

各々がやりたいことに挑戦していく過程が楽しいです。辛かった
のは、今年の秋のコンテストに出したラジオドラマの原稿を10
回以上書き直したこと。書き直しすぎてどこを直したらよいのか
わからなくなるまで直しました。でも、やっている時はとても楽し
かったです。また、次の作品では照明、脚本、撮影、出演者とそ
れぞれ担当を決めて撮影をしようと考えています。

今後の目標は何ですか？
NHK全国放送
コンテストの本

選に出場し、入賞した
いです。また、一般の映
像や音声の大会に作
品を応募したり、学外
で行われるイベントの
司会進行をしたりした
いです。

メッセージをお願いします。
アットホームな雰囲気で活動しています。放送関係
の活動をしたことがない人でも１から教えるので大

丈夫です。新しいことや挑戦してみたいと思う方はぜひ私
たちの活動を見に来てください。

なぜ設立しようと思ったのですか？
高校時代に仲間と競技かるた部を設立した経験を持つ部長
が「大学でも百人一首をやりたい！」という熱い思いで仲間に

呼びかけ、設立しました。

競技かるたの魅力とは？
ものすごい速さで札を取り合う百人一首は「畳の上
の格闘技」と言われるほど激しい競技。知力も体力

も駆使して上位入賞を勝ち取ることが魅力です！

活動していて楽しいこと・辛いことは？
百人一首は相手のことを考えながら細かい駆け引きをする競
技で、記憶力だけでなく、瞬発力や集中力も必要とされます。

試合が終わると体重が減ってしまうほど神経を使いますが、試合の
時に相手の陣から札をとれた時や運命戦（残り1枚の勝負）に勝った
時はとても楽しいです。

今後の目標は？
来年中には、部員全員が表彰状をゲット＋昇級・昇
段!!したいです。部員みんなのレベルを上げて、いつ

も指導してくれる部長に恩返しがしたいです！

メッセージをお願いします。
興味のある人にはぜひ入部して欲しいです。100枚
覚えるのが無理って思う人も多いかもしれないけど、

完璧に覚えなくても優勝した人が実際にいます（笑）競技か
るたは礼儀や正しい日本語も覚えられるし、記憶力も高まる
から勉強にも生かせると思います！部内もアットホームで雰
囲気も和やかで、すごく楽しいですよ!!また、部長以外のメ
ンバーはみんな未経験者なので初心者の方、大歓迎です!!

DATA
【活動日】毎週月曜日・金曜日
4限終了後より練習開始
【活動内容】大学内で練習をしたり、
不定期で他大学と合同練習をしている
【部員数】10人（マネージャー2人）

設立か
ら

1年も経
たずに

昇級す
るほど、

みんな
頑張っ

てます！

合同練習も多く、他大学の人とも
仲良くなれます。

初心者から始めたメンバーも表彰
されるまでに成長しています。

競技かるた同好会 部長
栄養科学部
フード・マネジメント学科2年
佐藤 貴子さん

競
技
か
る
た
同
好
会

このコーナーを
企画・取材した、
広報アシスタント
「ピクルス」の2人

「新しいサークルを作りたい！」
と思った方はコチラ

サークル参加本学学部生
5名以上を集める。

本学専任講師以上の教員に
顧問就任の承諾を得る。

執行部に新規団体・サークル設立
願により団体規約、活動計画などの
必要書類を提出する。

代議委員会、学友自治会総会の
順に承認を得る。

団体結成願を生活支援課に
提出する。

学長の許可を受ける。

1

2

3

4

5

6

ドキドキの
初インタビュー
です！

私は軽音楽部！
サークル活動は
楽しいよ♪

サークル設立までの手続き

サークル設立！



　
高
校
生
の
頃
か
ら
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
好
き
で
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
い
、中
村
の
流
通
科
学
部

に
入
学
。大
学
で
食
品
業
界
や
流
通
の

こ
と
を
学
ぶ
う
ち
に「
毎
日
の
生
活
に
密
接

し
た〝
食
〞で
人
を
幸
せ
に
し
た
い
」と

考
え
、食
品
に
係
わ
る
仕
事
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、手
嶋
ゼ
ミ
で
菓
子
メ
ー
カ
ー

と
共
同
で
商
品
開
発
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
り
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
。

九
州
北
部
豪
雨
の
被
害
を
受
け
た
茶
農

家
を
応
援
し
た
い
思
い
か
ら
八
女
茶
を

使
っ
た「
八
女
も
ち
っ
茶
」を
商
品
化
し
ま

し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、多
く

の
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
手
嶋
ゼ
ミ
と
の

出
会
い
が
私
の
分
岐
点
だ
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　「
八
女
も
ち
っ
茶
」の
商
品
開
発
の
時
に

お
世
話
に
な
っ
た
の
が
、現
在
勤
務
し
て
い

る
国
分
九
州
で
す
。就
職
活
動
中
は
国
分

九
州
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
卸
売
企
業
を

受
け
ま
し
た
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
時

に
感
じ
た
、会
社
の
温
か
な
雰
囲
気
が

印
象
的
で
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
商
品
課

で
、商
品
の
仕
入
れ
や
共
同
開
発
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。九
州
の
メ
ー
カ
ー
の

商
品
を
関
東
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
く
て
、も
つ
鍋
や
有
明
海
苔
な
ど
、九
州

な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
商
品
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
商
品

開
発
だ
け
で
な
く
、営
業
と
し
て
自
ら

売
り
込
む
こ
と
が
目
標
。自
分
の
手
掛
け
た

小
さ
な
メ
ー
カ
ー
の
商
品
が
全
国
、さ
ら
に

世
界
で
も
流
通
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

多
く
の
消
費
者
の
手
に
わ
た
る
よ
う
な

環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

吉田 彩香さん

ayaka yoshida

平成27（2015）年度
流通科学部 流通科学科卒業
勤務先：国分九州株式会社

手
嶋
ゼ
ミ
と
の
出
会
い
が

人
生
の
分
岐
点
で
し
た

九
州
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を

世
界
中
に
届
け
た
い

interviewee

学生時代は手嶋ゼミの
プロジェクトリーダーとして
商品開発を手掛けた吉田彩香さん。
現在もメーカーと共同して
商品開発に取り組む吉田さんに
詳しいお話を伺いました。

卒業
生インタビュー

先輩に
会いたい
さまざまな現場で活躍する
中村の卒業生をインタビュー！

先輩たちの“今”を
紹介します。 OB・OG

interview
vol.14

13

大学4年生の頃の思い出の1枚。「八女もちっ茶」を商品化し、
笑顔いっぱいの吉田さん（写真右）。

メーカーとの商談。その商品が得意先に合うかどうかを
様々な角度から考え、仕入れを決めます。



　

平
成
30
年
11
月
23
日
、本
学
7
号
館
前
広
場

に
て「
N
A
K
A
M
U
R
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、地
域
住
民
と
一
緒
に
地
元
の
食

を
楽
し
む
目
的
で
、本
年
度
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。出
店
い
た
だ
い
た
地
元
8
団
体

の
ブ
ー
ス
で
は
、新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
の
商
品
の
ほ
か
、調
理
し
た
ば
か
り
の

惣
菜
も
並
び
、来
場
者
は
食
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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「
N
A
K
A
M
U
R
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」初
開
催

　

平
成
30
年
11
月
22
日
、中
村
学
園
大
学
名

誉
教
授
の
楠
喜
久
枝
先
生
が
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。享
年
88
歳
で
し
た
。平
成
31
年
1
月

19
日
、西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
福
岡
市
中

央
区
）に
お
い
て
、楠
先
生
門
下
生
一
同
が

発
起
人
と
な
り
、「
楠
喜
久
枝
名
誉
教
授
を

偲
ぶ
会
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。630
名
の
方
々
が

来
場
さ
れ
、楠
先
生
へ
の
感
謝
と
お
別
れ
を

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

楠
先
生
は
昭
和
4
年
福
岡
県
に
生
ま
れ
、

九
州
高
等
女
学
校
で
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先

生
の
教
え
を
受
け
、日
本
女
子
大
学
家
政
学

部
を
卒
業
後
、昭
和
26
年
中
村
割
烹
女
学
院

助
手
に
就
任
、そ
の
後
中
村
学
園
大
学
・
中

村
学
園
短
期
大
学
教
授
に
至
る
ま
で
、46
年

間
本
学
園
で
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。中
村

ハ
ル
先
生
の
人
間
教
育
の
教
え
を
受
け
た

直
系
の
愛
弟
子
で
あ
り
、継
承
者
で
し
た
。

ハ
ル
先
生
が
料
理
学
校
を
設
立
し
た
同
じ

64
歳
で
東
京
農
業
大
学
の
研
究
生
と
な

り
、柿
の
葉
の
研
究
で
博
士（
農
芸
化
学
）を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
、本
学
園
へ
の
多
大
な
ご
功
績

に
よ
り
中
村
学
園
大
学
第
1
号
の
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
平
成

21
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

楠 

喜
久
枝
名
誉
教
授 

ご
逝
去

「
偲
ぶ
会
」が
催
さ
れ
ま
し
た

　

短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
第
18
回
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
実

習
は
、本
年
度
で
12
年
目
を
迎
え
、平
成
25
年
度
か
ら
必

修
化
さ
れ
て
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
生
全
員
が

在
学
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
、全
国
で

も
類
を
み
な
い
取
り
組
み
で
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
当
日
は
、最
終
プ
レ
ゼ
ン
に
選
抜
さ
れ

た
10
名
の
学
生
が
約
10
日
間
の
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
や

将
来
の
目
標
、今
後
の
課
題
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。選

考
の
結
果
、グ
ラ
ン
プ
リ
は
、徳
留
綺
香
さ
ん（
実
習
先
：

株
式
会
社
エ
イ
ブ
ル
、筑
前
高
等
学
校
出
身
）、準
グ
ラ

ン
プ
リ
は
波
多
江
真
優
さ
ん（
実
習
先
：
福
岡
中
央
銀

行
、福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
出
身
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
18
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催

14

生前の楠先生の愛用品や略歴譜が展示されました

中村理事長によるご挨拶

JA福岡市、太田屋醤油店、
堀ちゃん牧場、
ふくおか合鴨水稲会、伊都物語、
イクスクルー、糸のスープ工房、
中村学園事業部

〈参加企業〉
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か
ら
も
好
評
で
し
た
。優
秀
賞
3
名
が
考
案

し
た
主
菜
は
、1
月
の一
汁
三
菜
ラ
ン
チ
と
し

て
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
度「
一
汁
三
菜
ラ
ン
チ
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
」の
応
募
者
よ
り
優
秀
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。「
食
育
館
で
食
べ
た
い
一
汁
三

菜
ラ
ン
チ
の〝
主
菜
〞レ
シ
ピ
を
考
え
よ
う
」を

テ
ー
マ
に
、本
学
学
生
か
ら
応
募
を
募
り
、食

育
推
進
委
員
会
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。最
優
秀
賞
は
、栄
養
科
学
科
1
年 

小

林
咲
季
さ
ん
の「
新
食
感
! !
チ
ー
ズ
カ
ッ
タ
ル

ビ
風
春
巻
き
」が
選
ば
れ
、12
月
17
日
の一
汁

三
菜
ラ
ン
チ
の
主
菜
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し

た
。大
人
気
の
チ
ー
ズ
タ
ッ
カ
ル
ビ
を
み
ん
な

が
喜
ぶ
揚
げ
物
に
し
た
と
い
う
学
生
な
ら
で

は
の
工
夫
が
見
ら
れ
、ラ
ン
チ
を
食
べ
た
学
生

食
育
推
進
協
議
会
主
催「
一
汁
三
菜
ラ
ン
チ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
優
秀
賞
小
林
さ
ん
考
案
の
メ
ニ
ュ
ー
が
ラ
ン
チ
に

留
学
生
6
名
が
、日
本
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。各
自
が
日

本
語
や
日
本
文
化
・
社
会
を
学
ぶ
過
程
で

興
味
関
心
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、調
べ

た
内
容
を
10
分
間
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
も
の
で
す
。4
月
か
ら
週
1
回
行
っ
て
き

た
日
本
語
勉
強
会
の
集
大
成
と
し
て
、留
学

生
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
精
一
杯
伝
え
よ

う
と
熱
意
を
持
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。「
中
国

の
骨
董
〜
陶
磁
器
に
つ
い
て
〜
」と
い
う
テ
ー

マ
で
発
表
し
た
殷
宇
輝
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
12
月
19
日
、ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
主
催
で「
第
2
回
外
国
人
留
学

生
プ
レ
ゼ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
、平
成
30
年

4
月
に
入
学
し
た
流
通
科
学
部
1
年
生
の

国際
交流

「
第
2
回 

外
国
人
留
学
生
プ
レ
ゼ
ン
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

を
記
念
し
、日
本
在
住
の
卒
業
生
、在
学
留

学
生
も
対
象
に
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
10
月
13
日
、中
国
遼
寧
省
大
連

市
の
ホ
テ
ル・ニッ
コ
ー
大
連
で
留
学
生
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
、本
学
か
ら
は
甲
斐
学
長
を
は

じ
め
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
、上
海

や
瀋
陽
等
遠
方
か
ら
の
卒
業
生
を
含
め
計
9

名
が
参
加
し
、留
学
中
の
思
い
出
や
卒
業
後
の

活
躍
話
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
皆
、中
村
学
園
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
お
り
、帰
国
後
は
起
業
し
た

り
貿
易
会
社
や
旅
行
会
社
に
就
職
し
、日
本

語
や
留
学
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が

ら
多
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
留
学
生
同
窓
会
の
設
置
5
周
年

業
・
地
域
の
振
興
活
動
の
活
性
化
な
ど
、一
層

の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
11
月
30
日
、宮
崎
県
と
本
学
は
、

宮
崎
県
庁
舎
に
て
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。こ
の
連
携
協
定
は
、宮
崎
県

と
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大

学
部
が
、文
化
、教
育
、健
康
増
進
、流
通
科

学
、学
術
等
の
諸
分
野
で
協
力
し
、相
互
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。本
学
と
し
て
は
、福
岡
県
外
の
自
治
体
と

の
連
携
協
定
締
結
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
宮
崎
県
と
は
、在
学
生
及
び
保
護
者

へ
の
就
職
支
援
活
動
や
宮
崎
県
食
材
の
普
及

活
動
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、協
定
締

結
に
よ
り
、宮
崎
県
内
へ
の
定
着
促
進
や
産

国際
交流

平
成
30
年
度

留
学
生
同
窓
会 

開
催

社会
連携

宮
崎
県
と
の
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
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WEBや
SNSにて

情報発信中！

　

12
月
22
日
、第
2
弾
と
し
て
、幼
児
保
育
学

科
永
渕
ゼ
ミ
の
2
年
生
26
名
が
、U
R
室
住

団
地
内
に
あ
る
有
住
公
民
館
で
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
美
女
と
野
獣
」を
上
演
し
、そ
の
後
1
年
生

6
名
も
加
わ
り
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
、団
地
在
住
の
小
・
中
学
生
約
80

名
が
参
加
し
、学
生
が
半
年
間
、衣
装
や
台

詞
、ダ
ン
ス
を
一か
ら
考
え
創
り
あ
げ
た
オ
ペ

レ
ッ
タ
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
会
で

は
、ビ
ン
ゴ
等
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

通
じ
て
、学
生
と
地
域
の
方
々
が
交
流
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
活
発
に
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

学
生
が
地
域
貢
献
を
テ
ー
マ
に
企
画
か
ら

運
営
を
行
う
地
域
と
の
交
流
事
業「
Ｎ
プ
ロ

ジ
ェク
ト
」に
、平
成
30
年
度
2
件
の
プ
ロ
ジ
ェク

ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。平
成
28
年
度
か
ら

開
始
し
た「
Ｎ
プ
ロ
ジェク
ト
」は
、学
生
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
住
民
と
交
流
・
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
企
画
を
募
集
し
、採
用
さ
れ
た
企
画
に
大

学
が
資
金
援
助
を
す
る
制
度
で
す
。

　

9
月
22
日
、第
1
弾
と
し
て
有
志
学
生
20

名
、地
域
の
方
9
名
に
よ
る「
コ
ド
モ
テ
ラ
ス
」を

鳥
飼
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。子
供
た
ち

に
学
習
支
援
、遊
び
場
の
提
供
や
食
事
の
提
供

を
行
い
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
繋
ぐ『
居
場
所

づ
く
り
』を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、48
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
、レ
ク

レ
ー
シ
ョン
や
読
書
、勉
強
等
様
々
な
形
で
過
ご

し
、学
生
が
準
備
し
た
栄
養
満
点
の
カ
レ
ー
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

公式ホームページ 公式Facebook 公式Twitter

平
成
30
年
度 

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
が
企
画
・
運
営
す
る
地
域
交
流
事
業

学部・学科 区　分
公　募
併設校
指定校
公　募
併設校
指定校
公　募
併設校
指定校
公　募
併設校
指定校

募集人員
50
20以内
20
20
10以内
15
65
15以内
25
20
20以内
70

志願者
101
19
18
38
9
34
121
15
22
43
18
87

受験者
101
19
18
38
9
34
121
15
22
43
18
87

合格者
72
19
18
28
9
34
91
15
22
34
18
87

競争率
1.40
1.00
1.00
1.36
1.00
1.00
1.33
1.00
1.00
1.26
1.00
1.00

栄養科学部
栄養科学科

教育学部
児童幼児教育学科

流通科学部
流通科学科

学　科 区　分
公　募
併設校
指定校
公　募
併設校
指定校
公　募
併設校
指定校

募集人員
20
3以内
35
10

10以内
90
70

15以内
70

志願者
55
3
31
9
6
98
70
8
88

受験者
55
3
31
9
6
98
70
8
88

合格者
35
3
31
9
6
98
70
8
88

競争率
1.57
1.00
1.00
1.00
1.00
1.00
1.00
1.00
1.00

食物栄養学科

キャリア開発学科

幼児保育学科

栄養科学部
フード・マネジメント学科

●中村学園大学（推薦入学選考） ●中村学園大学短期大学部（推薦入学選考）
※競争率は、受験者数÷合格者数（少数点第3位以下を四捨五入）

平成31年度 入試結果 平成30年11月末現在

入試種別

試験入学選考
（後期日程）

大学入試センター試験
利用入学試験
（後期日程）

●中村学園大学
学　部

栄養科学部

教育学部
流通科学部

栄養科学部

教育学部
流通科学部

学　科 願書受付期間 試験日 合格発表日

平成31年
3月9日（土）

平成31年
2月13日（水）～
2月25日（月）

平成31年
2月13日（水）～
2月27日（水）

平成31年3月4日（月）

・平成31年度大学入試センター
 試験の成績を基に判定を行う。

・本学の個別学力試験は課さない。

募集人員
5
5
5
5
3
3
3
3

詳細は本学ホームページにて
（http://www.nakamura-u.ac.jp/admission/）今後の入学試験のお知らせ（2月 出願受付分）

栄 養 科 学 科
フード・マネジメント学科
児童幼児教育学科
流 通 科 学 科
栄 養 科 学 科
フード・マネジメント学科
児童幼児教育学科
流 通 科 学 科

｢オペレッタ:美女と野獣｣を上演

｢コドモテラス｣遊んだ後は全員で食事



　

平
成
30
年
9
月
、流
通
科
学
部 

日
野
修
造

教
授
が
国
際
公
会
計
学
会
2017
年
度
に
お
け
る

学
会
賞（
論
文
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。日

野
教
授
の
学
術
研
究
論
文「
F
A
S
B
非
営

利
組
織
会
計
基
準
に
お
け
る
純
資
産
の
区

分
変
更
と
情
報
価
値
」が
評
価
さ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。国
際
公
会
計
学
会
は
、公
的
部

門
の
会
計
研
究
で
は
最
大
の
組
織
で
、研
究

者
、自
治
体
関
係
者
、公
認
会
計
士
等
で
構

成
さ
れ
る
学
会
で
す
。

　

平
成
30
年
11
月
、吉
田
弘
子
准
教
授（
食
物

栄
養
学
科
）が
、一
般
社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
の
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。長
年
に
わ
た
り
、本
学
に
お
い
て
栄
養
士
養

成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
、第
73
回
新
匠
工
芸
会
展
に

お
い
て
、倉
原
弘
子

講
師（
教
育
学
部
）

の
木
工
作
品「
楓
拭

漆
八
角
重
箱
」が
会

友
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。本
作
品
は
、

10
月
に
東
京
都
美
術
館
、京
都
市
美
術

館
分
館
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
、教
育
学
部 

大
庭

美
奈
助
手
が「
第
11
回
音
の
夢
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
」大
学
生
・一
般
部
門
に
お
い

て
、全
国
大
会
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。こ
の
受
賞
に
よ
り
、3
月
に
ア
ク
ロ
ス

福
岡
シ
ン
フ
ォニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
受

賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
12
月
11
日
、中
村
学
園
女

子
中
学
・
高
等
学
校
講
堂
に
て
、九
州

交
響
楽
団
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
本
学
学
生
だ
け
で
な
く
、近

隣
住
民
の
方
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ

き
、プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫
力
あ
る

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
」の
テ
ー
マ
曲
や「
四
季
」「
運

命
」な
ど
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
の

ほ
か
、ア
ン
コ
ー

ル
で
は「
中
村

学
園
の
歌
」「
い

ざ
ゆ
け
若
鷹

軍
団
」な
ど
が

演
奏
さ
れ
ま

し
た
。
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［ 研 究 者 ］

［研究課題名］

［ 寄 付 者 ］

［交付予定額］

三成 由美（栄養科学部・教授）
徳井 敎孝（薬膳科学研究所・所長）
九州リッチ＆ヘルシープロジェクト
推進のため（九州食材と不二製油
株式会製品を使用したメニューの
開発）
不二製油グループ本社株式会社
不二製油株式会社福岡営業所
600,000円

外部資金等の受け入れ状況

研究寄付金

［ 研 究 者 ］

［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研究期間］
［交付予定額］

太田 英明
（栄養科学部・特任教授）
有色豆由来アントシアニン及びプ
ロシアニジンの抗癌効果(先端技
術を結集した園芸品目の競争力強
化事業)
沖縄県農業研究センター
2018年9月18日～2019年3月8日 
2,250,000円

受託研究

国
際
公
会
計
学
会

学
会
賞
受
賞

一
般
社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

平
成
30
年
度

九
州
交
響
楽
団
演
奏
会 

開
催

第
11
回

音
の
夢
ピ
アノ
コ
ン
ク
ー
ル

大
学
生・一
般
部
門
優
秀
賞
受
賞

第
73
回
新
匠
工
芸
会
展

会
友
賞
受
賞

在学生対象ダブルスクール
中村学園大学・中村学園大学短期大学部

中村学園大学 学生部 生活支援課
（パンフレット・入学願書も設置しています）

出願書類提出先

092-851-2593問合せ

■募集学科および定員

■選考方法
中村学園大学・中村学園大学短期大学部の在学生については入学試験は免除いたします。

■受験料 なし

募集学科
調理師科
夜間コース

修業年限
1年6ヶ月
（最短）

入学時期
2019年4月
2019年10月

募集定員
40名
80名

願書受付期間
2019年1月21日（月）～2月15日（金）
2019年7月17日（水）～8月7日（水）

中村調理製菓専門学校
調理師科夜間コース

学校見学会 開催！
2月4日（月）18:30～
2月12日（火）18:30～
3月1日（金）18:30～
QRコードより申込フォームにて
お申込みください。



環
で
あ
る「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」の

協
力
と
し
て
街
頭
募
金
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

共
同
募
金
に
つ
い
て
は
1
年
次
前
期
の
社
会
福

祉
の
科
目
で
地
域
福
祉
の
推
進
と
し
て
保
育

現
場
や
福
祉
施
設
に
も
配
分
さ
れ
て
い
る
こ

と
、ま
た
、た
す
け
あ
い
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
お

り
、今
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、学
生
が
街
を
行
き
交
う
方
へ
募
金

活
動
の
趣
旨
を
分
か

り
や
す
く
呼
び
か
け
、

多
く
の
市
民
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
ゼ
ミ
活
動
を
通

じ
て
、地
域
の
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
の
資

金
を
地
域
で
集
め
る

プ
ロ
セ
ス
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
小
学
校
教
員
採
用
試
験
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、本
学
教
育
学
部
児
童
幼
児

教
育
学
科
4
年
生
は
受
験
者
数
107
名
中
、実

数
71
名（
延
べ
74
名
）が
合
格
し
ま
し
た
。現

役
合
格
率（
※
）は
66.4
%
と
昨
年
に
続
き
過
去

2
番
目
に
高
い
合
格
率
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
学
同
学
科
卒
業
生
も
多
数
合
格
し

て
い
ま
す
。

※
現
役
合
格
率
＝
現
役
合
格
者
実
数
÷
現
役
受
験
者
数

※

合
格
者
に
は
特
別
支
援
学
校
教
諭
を
含
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
8
日
、幼
児
保
育
学
科
の
牛

島
ゼ
ミ
が
天
神
で「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」の一
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福
岡
市
西
区
野
方
に
位
置
す
る
壱
岐
幼

稚
園
は
、草
木
の
緑
と
広
い
園
庭
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。こ
の
環
境
で
、子
ど
も
た
ち
は
虫

と
り
、水
遊
び
、お
花
を
使
っ
た
色
水
作
り

な
ど
、季
節
に
応
じ
た
遊
び
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
す
。中
村
学
園
大
学
の
学
生
の
実
習

園
で
も
あ
り
、よ
り
よ
い
保
育
を
提
供
し
よ

う
と
、大
学
教
員
と
と
も
に
研
鑽
し
て
い
ま

す
。最
近
は
、静
か
に
人
の
話
が
聞
け
る
と

同
時
に
、自
分
の
言
葉
で
話
せ
る
主
体
性
を

も
っ
た
子
ど
も
に

育
つ
よ
う
、「
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

壱
岐
幼
稚
園

に
は
2
台
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
あ

り
、北
は
姪
の
浜
や
愛
宕

浜
、東
は
小
田
部
や
原
、南

は
田
村
や
室
見
が
丘
、西
は

西
都
や
今
宿
と
い
う
、広
い

範
囲
の
園
児
の
通
園
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
、創
立
40
周

年
を
迎
え
ま
す
。そ
れ
に
先

立
ち
、今
年
度
の
6
月
か
ら

8
月
に
か
け
て
、幼
稚
園
の
外
壁
と
屋
根
の

修
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。保
育
室
の

扉
の
補
修
、2
階
の
窓
ガ
ラ
ス
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、園
の
環
境
が
大
幅
に
改
善
し
、と

て
も
明
る
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。近
所

の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
会
で
あ
る「
い
き
の
会
」主
催
の

「
い
き
い
き
カ
フェ
」で
は
、園
長
と
主
任
が
保

護
者
の
方
々
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

園
長
主
催
の「
い
き
パ
パ
の
会
」で
は
、園
長

と
園
児
の
父
親
が
、親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
学
期
に
1
回
開
催
し
て
幼

稚
園
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、子

ど
も
や
子
育
て
に
つ
い
て
の「
お
し
ゃ
べ
り
」

を
し
て
い
ま
す
。

　

壱
岐
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、毎

月
、各
学
年
が
保
育
の
様
子
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
園
長
の
さ
さ
や
き
」と
い

う
コ
ラ
ム
を
月
に
3
回
を
目
標
に
執
筆
し

て
、幼
稚
園
で
見
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な

ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。主
任
も
ブ
ロ
グ
で

行
事
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、積
極
的
に
園
の
情
報
を
開
示
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。是
非
一
度
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

主
体
性
の
あ
る

子
ど
も
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

中村学園大学付属
壱岐幼稚園

G a k u e n Let te r
N a ka m u ra

http://www.nakamura-u.ac.jp//

WEBや
SNSにて

情報発信中！
公式ホームページ 公式Facebook 公式Twitter

教職員の出版物
著者は、本学教員のみ記載
※肩書き等は発行日現在のもの

『貧困のなかにいる
子どものソーシャルワーク』
益田 仁　教育学部 講師　共著
（中央法規出版　2018年9月）

『社会教育における
防災教育の展開』
圓入 智仁
教育学部 准教授　共著
（大学教育出版　2018年8月）

『発掘！かっこいいニッポン
―異文化理解から
日本文化発信へ―』
津田 晶子　
食物栄養学科 准教授　共著
（成美堂　2018年12月）

平
成
31
年
度
小
学
校
教
員

採
用
試
験　

合
格
状
況

幼
児
保
育
学
科 

牛
島
ゼ
ミ

共
同
募
金
活
動
を
実
施
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